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Talk Session : Let’s talk about parenting on campus
297
・三鷹市が企業内保育施設への支援をしており、ICUも利用できるのではない
か。
・認証や無認可など、託児所の運営形態には様々あるが、学生や留学生も利用
できるものとする必要がある。
・外部の利用者にもオープンし、学内利用者や学生利用者とは料金体制を変え
るなどして運営可能なのではないか。具体的な提案を今後考えたい。
・せっかく ICUという環境にあるのだから、多文化、多言語の保育を実現して
もらいたい。
・学生ボランティアの保育グループを、もう少し組織化できないか。ボラン
ティア人数が増えれば各人の負担も減ることになる。保育施設ができたら、
そこでもボランティアを活用できるのではないか。
・アメリカの大学付設の保育所で、利用者が週に2時間奉仕するとコオペラ
ティブ方式を採用している例がある。そのようなものを採用するのはどう
か。それぞれの文化の紹介をしたり、絵本を読み聞かせしたり、あるいは学
生ボランティアが参加して音楽や劇などの企画をしたりすると面白いものに
なる。
　これらの意見を受けて、CGSでは今後より具体的に大学側にさらなる育児支
援の必要性を訴えていきたいと考えている。引き続きご支援をお願いしたい。
またご意見、ご提案、ご要望等をお持ちの方はぜひCGSにお寄せいただきたい。
